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２０２１．１．１５ 発行 №５９９ 

 

令和２年度補正予算案及び令和３年度当初 

予算案の概要（中小企業・小規模事業者関係） 
 

昨年１２月、令和２年度補正予算案及び令和３年度当初予算案が閣議決定され、令和２年度補正予算

案を含めた令和３年度中小企業・小規模事業者関係予算案のポイントが中小企業庁より公表されました。

中小企業対策費として、令和３年度当初予算：１，１１７億円、令和２年度３次補正予算：２兆２，８３

４億円が計上されました。以下、その概要についてご紹介いたします。 

 

 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、大きな

打撃を受けた中小企業等への事業継続や、経営転換

を支援するとともに、事業承継や生産性向上といっ

た構造的問題に対応することが喫緊の課題です。 

 これらに対応するため、第３次補正予算案及び当

初予算案を合わせて１５か月予算として、「事業継

続や事業再構築の後押し」、「事業承継・引継ぎ・再

生等の支援」、「生産性向上による成長促進」に取り

組み、コロナ危機の克服及び危機を契機とした構造

転換による低成長からの脱却を図ります。加えて、

「経営の下支え、事業環境の整備」、「災害からの復

旧・復興、強靭化」にも粘り強く取り組みます。 

１．事業継続や事業再構築の後押し 

○中小企業等事業再構築促進事業【１兆１，４８５

億円】〈Ｒ２第三次補正〉 

事業再構築補助金を創設し、事業再構築に挑戦する

中小企業(中堅企業)に対して最大６，０００万円を

補助。中堅企業への成長を目指す中小企業やグロー

バル展開を目指す中堅企業に対しては、上限を１億

円に引き上げ成長を強力に支援。 

○中小企業等の資金繰り支援【８，３９１億円】 

〈Ｒ２三次補正〉 

民間金融機関を通じた実質無利子・無担保融資を令

和３年３月まで延長。また、中小企業の経営改善等

を支援するために新設する信用保証制度や事業再

生を支援する信用保証制度の保証料を大幅に削減

するとともに、日本公庫による業態転換などの設備

投資や事業再生等の融資制度について、適用金利を

引き下げ。 

２．事業承継・引継ぎ・再生等の支援 

○事業承継総合支援事業【９５億円の内数／５６．

６億円の内数】〈当初／Ｒ２第三次補正〉 

事業引継ぎ支援センターを「事業承継・引継ぎ支援

センター」へ発展的に改組し、事業承継に関する総

合的な支援を実施。 

○事業承継・世代交代集中支援事業【１６.２億円

(新規)／５６．６億円の内数】〈当初／Ｒ２三次補

正〉 

Ｍ＆Ａ時の専門家活用費用や事業承継・事業引継ぎ

を契機とした設備投資等を補助する事業承継・引継

ぎ補助金を措置。 

中小企業再生支援事業【９５億円の内数／３０億

円】〈当初／Ｒ２三次補正〉 

中小企業再生支援協議会によるコロナ危機の影響
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を受けた中小企業等の再生計画の策定支援等。 

３．生産性向上による成長促進 

○中小企業生産性革命推進事業【２，３００億円】

〈Ｒ２三次補正〉※Ｒ１補正でも３，６００億円を

措置。 

設備投資、販路開拓、ＩＴの導入を補助するなど、

中小企業の生産性向上に資する継続的な支援を実

施。 

○戦略的基盤技術高度化・連携支援事業（サポイン

事業）【１０９億円】 

ものづくり基盤技術に関する研究開発支援（３年間

最大９，７５０万円）。 

○ＪＡＰＡＮブランド育成支援等事業【８億円】 

中小企業による越境ＥＣやクラウドファンディン

グを活用した海外展開や、コロナ危機を契機とした

新事業展開を図る取組を支援。 

○地域未来デジタル・人材投資促進事業【１１．７

億円】 

地域未来牽引企業等を中心とした地域経済を牽引

する企業のデジタル化を支援し、地域における高生

産性・高付加価値企業の強化・創出を行うとともに、

若者人材の地域企業への移動を支援。 

４．経営の下支え、事業環境の整備 

○中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援 

【４０．９億円／９．８億円】〈当初／Ｒ２三次補

正〉 

○小規模事業者対策推進等事業 

【５３．２億円】〈当初〉 

○ＧｏＴｏ商店街事業【３０億円】〈Ｒ２三次補正〉 

○地域の持続的発展のための中小商業者等の機能

活性化事業【５．５億円(新規)】 

○中小企業取引対策事業【９．８億円】 

５．災害からの復旧・復興、事前の備え 

○なりわい再建支援事業【２７５．７億円／３０億

円】〈Ｒ２予備費／Ｒ２三次補正〉 

○なりわい再建資金利子補給事業【０．５億円】 

〈Ｒ２三次補正〉 

○被災小規模事業者再建事業【１１３．５億円／１

１．４億円＜Ｒ２予備費／Ｒ２三次補正＞ 

○中小企業強靱化対策事業【中小機構運営費交付金

１７７．３億円の内数】 

中小企業の自然災害等への事前対策を促進するた

め、「強靱化支援人材」を機構の地域本部に配置し、

相談体制を整備。 

※詳細は下記をご覧ください。 

https://www.meti.go.jp/main/yosan/yosan_fy202

1/index.html 

 

◇ ～Ｗｉｔｈコロナ時代を生き抜くために～中央

会経営セミナーの開催について 

 

本会では、Ｗｉｔｈコロナ時代を生き抜くために

と題して３回シリーズで「中央会経営セミナー」を

開催します。つきましては、業務ご繁忙の折とは存

じますが、ぜひご参加いただきますようよろしくお

願いいたします。 

 

１．日程・内容・講師 

○第１回 

日時 令和３年２月１日(月) 

１４時００分～１５時３０分 

内容 「キラーブランドの始まりは路地裏の小さな 

お店から・・・」 

講師ご自身の経験をもとに商売の本質や繁盛店誕

生までの軌跡や苦労された点などについてお話し

いただくことにしております。 

講師 サイコドライバー合同会社 代表社員  

   岸 正龍 氏 

元気いっぱいのファーストバンクです。  
新オートローン・新型住宅ローン 

                富 山 第 一 銀 行 
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○第２回 

日時 令和３年２月１７日(水) 

１４時００分～１５時３０分 

内容 「ＬＩＮＥで集客～ブロックされない友達の

増やし方」 

コロナ禍で対面営業がしにくい中でＬＩＮＥを活

用した販促策についてお話しいただきます。 

講師 イーンスパイア株式会社 代表取締役 

横田 秀珠氏 

○第３回 

日時 令和３年３月３日(水) 

   １４時００分～１５時３０分 

内容 「コロナ禍を乗り切る中小企業のデジタル活

用術」 

コロナ禍で対面での接客や営業がしにくい中で中

小企業がどういったデジタルツールを使いこなし

ていけばよいかお話しいただきます。 

講師 株式会社スプラム 代表取締役 

   竹内 幸次 氏 

２．開催方法 

第１回・２回につきましては、Ｚｏｏｍによるオン

ライン配信及び２０名に限り会場での受講が可能

です。第３回のみ、Ｚｏｏｍによる完全オンライン

形式で開催します。会場での受講はできませんので

ご留意ください。 

富山県総合情報センター ４階 第１会議室 

(富山市高田５２７) 

３．対象 

○第１回 

県内の中小商業者や組合事務局等 

○第２回・３回 

情報化に関心のある県内の中小企業者や組合事務

局等 

４．受講料 

無料 

５．お申込み方法 

本会ＨＰより申込書をダウンロードし、ＦＡＸ又は

申込フォームにてお申し込みください。 

６．お申込み・お問い合わせ先 

富山県中小企業団体中央会 流通労働支援課 

電話番号 ０７６－４２４－３６８６ 

ＦＡＸ  ０７６－４２２－０８３５ 

 

◇ 令和２年度とやま農商工連携フォーラムの開催

について 

 

富山県では、富山県商工会連合会及びＪＡ富山中

央会と連携し、農商工連携のさらなる推進に向け、

昨年度に引き続き、次のとおり講演会やパネルディ

スカッション、マッチング商談会からなるフォーラ

ムを開催しますので、ご案内します。 

また、今回新たに、第１部についてはオンライン

配信も行うこととしています。農商工連携に興味を

お持ちの農林漁業者、中小企業者の皆様の多数のご

参加をお待ちしております。 

  

１．日時 

令和３年２月１７日(水)１０時００分～１７時００分 

２．場所 

富山国際会議場２階  

多目的会議室（第１部）、特別会議室（第２部） 

(富山市大手町1) 

３．対象 

農林漁業者、中小企業者１００名程度 

４．内容 

■開会挨拶・農商工連携推進セレモニー１０時００分～ 

■第１部 講演会、パネルディスカッション 

◎講演会 １０時２０分～ 

「地域の農林水産物を活かした人気『加工品』の作り方」 

講師 Ｓｍｉｌｅ Ｃｉｒｃｌｅ株式会社 代表取締役 

岩城紀子 氏 

◎パネルディスカッション １１時２０分～ 

テーマ「とやまの農商工連携の未来を語ろう」 

■第２部 マッチング商談会  １３時００分～ 

参加者 フォーラム参加者、県内外バイヤー 

※本年度は、事前調整型（マッチング方式）商談会

を開催します。 

詳細は、エントリー後に事務局より電子メールにて

ご案内します。 

５．お申込み方法 



 

とやま中央会ＦＡＸ情報 №５９９                               4 

下記ＵＲＬより申込み用紙をダウンロードし、必要

事項を記載の上メール又はＦＡＸにてお申込みく

ださい。 

http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1300/kj0002

1064.html 

６．お問い合わせ先 

(フォーラム事務局) 

株式会社 ジェック経営コンサルタント 

電話番号 ０７６－４４４－３２７１ 

ＦＡＸ  ０７６－４４４－１１３５ 

メールアドレス t.forum@jeckc.com 

 

◇ ＩＴ経営カンファレンスｉｎＴＯＹＡＭＡ＆個

別よろず経営相談会について 

 

「ＩＴ活用」と「働き方改革」に焦点をあて、㈱Ｗ

ＯＲＫ ＳＭＩＬＥ ＬＡＢＯ 代表取締役 石井 聖

博 氏を講師にお迎えし、アフターコロナにおいて

も重要視されるであろうテレワークの中小企業に

おける活用事例などについてわかりやすく語って

いただくとともに、県内企業のデジタル化推進の事

例発表として㈱フジタ 代表取締役 梶川 貴子 氏

から同社の取組みを紹介いただきます。 

 

１．開催日時 

令和３年２月１６日(火) 

・講義１ １３時００分～１４時４５分 

・講義２ １４時４５分～１６時３０分 

・個別よろず経営相談会 

１０時００分～１７時３０分 

２．会場 

富山県総合情報センター セミナー室ＡＢＣ 

(富山市高田５２７) 

３．プログラム 

○講演１「テレワークがＤＸ化への第一歩！」 

講師 株式会社 ＷＯＲＫ ＳＭＩＬＥ ＬＡＢＯ 

代表取締役 石井 聖博 氏 

岡山県の従業員２８名の中小企業が、数々の失敗を

重ねながらも「テレワーク先駆者百選 総務大臣賞」

を受賞。その経験をもとにコロナ禍、ＤＸ時代にお

けるテレワーク導入の秘訣を語ります。 

○講演２「新常識(ニューノーマル)は非常識～脱も

のづくりに挑むこれから１０年～」 

講師 株式会社 フジタ 代表取締役 梶川 貴子 氏 

金型製造業でありながら、ファクトリーアートミュ

ージアムを設立するなど異色の経営をする梶川社

長。次は脱・ものづくり！？ニューノーマルに挑む

フジタの１０年ビジョンを語ります。 

○個別よろず経営相談会(同時開催) 

よろず支援拠点のコーディネーターが中小企業・小

規模事業者の方からの経営等に関する相談をお受

けいたします。どんな小さなことでもお気軽にお申

し込みください。(事前予約が必要です。セミナー中

の開催となります) 

４．定員 

会場６０名(先着順) オンライン２００名 

５．お申込み方法 

下記ＵＲＬより申請書をダウンロードし、令和３年

２月１５日(月)までにＦＡＸにてお申し込みくだ

さい。 

６．お申込み・お問い合わせ先 

特定非営利活動法人ＩＴコーディネーター富山 

メールアドレス seminar@itc-toyama.org 

ＦＡＸ ０７６－４４４－５６４６    
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